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○出前講座等を活用した防災教育の推進

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

1

大竹市

活動名：まち歩き活動

実施日：R2.11.17（火）３時間
地区名：三ツ石地区
受講者：大竹市聴覚障害者防災連絡協議会

活動名：出前講座
（ひろしまマイタイムライン作成講習会）

実施日：R3.10.19（火）２時間
R3.11. 2（火）２時間

会 場 ：サントピア大竹
受講者：大竹市聴覚障害者防災連絡協議会
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活動名：セミナー
（避難の呼びかけ体制構築事業）

実施日：R2.10.11（日）３時間
R3.10. 3（日）（コロナ禍により書面開催）

会 場 ：大竹市立図書館２階ギャラリー大竹
受講者：自主防災組織代表者

活動名：ＤＩＧ（災害図上訓練）・ワークショップ
（避難の呼びかけ体制構築事業）

実施日：R2.11.15（日）第1回（午前）３時間
第2回（午後）３時間

R2.11.29（日）第3回（午前）３時間
第4回（午後）３時間

R3.10.24（日）第5回（午前）３時間
第6回（午後）３時間

会 場 ：大竹市立図書館２階ギャラリー大竹
受講者：自主防災組織

（参加実績：全２９組織）
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活動名：ＤＩＧ（災害図上訓練）・ワークショップ
（避難の呼びかけ体制構築事業）
（ステップアップ訓練）

実施日：R3.11.20（土）
会 場 ：アゼリア大竹
受講者：新町１丁目（自主防災組織）

活動名：ＤＩＧ（災害図上訓練）・ワークショップ
（避難の呼びかけ体制構築事業）
（ステップアップ訓練）

実施日：R3.11.21（日）
会 場 ：アゼリア大竹
受講者：本町２丁目（自主防災組織）
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事業名 ：自主防災組織による避難の呼びかけ体制構築事業
実施内容：令和２年度から、広島県消防保安課と大竹市危機管理課が共同で推進中の事業

住民に早めの避難を促すため、呼びかけを開始するタイミングや呼びかけの方法
などのルールを決めて、自主防災組織が大雨災害に対して効率的で効果的な呼
びかけを行う仕組みを作るもの。

体制づくりのプロセス
ステップ１ 防災意識の醸成（セミナー）
ステップ２ 地域特性の把握（ＤＩＧ：防災図上訓練）
ステップ３ 呼びかけ体制づくり（ワークショップ）
ステップ４ 呼びかけ体制の実践（避難訓練・情報伝達訓練）
ステップ５ 呼びかけ体制の検証（訓練後の振り返り）

対象者 ：自主防災組織
講 師 ：広島県自主防災アドバイザー
主 催 ：大竹市危機管理課・広島県消防保安課

細 部 ：大竹市ホームページ参照
（URL）
http://www.city.otake.hiroshima.jp/soshiki/somu/kikikanri/gyoumukiki/5/jisyubousa
isoshiki/1624426478064.html

（補足説明）避難の呼びかけ体制構築事業



○ケーブルテレビを活用した防災教育の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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和木町

○取組の経緯

防災講話を開催しても参加者は限られ、また、令和2年春頃からの新型コロナ感染症の全国的な拡大を受け、対面形式での
開催が困難となったため、令和2年4月より、町世帯の約６７％（1786／２６５８世帯）が加入するケーブルテレビを活用した防
災番組を2カ月毎に内容を更新して放映している。（和木ちゃんねる「みんなで防災」として令和4年2月より第11回を放映中）

○第11回の放映の概要

①町及び関係機関等から発信される防災情報及び収集手段（土砂災害の他、地震、津波、高潮、洪水等）

②住民、自主防災組織への「呼びかけ避難体制」構築への紹介（県の「呼びかけ率先避難事業」に連携）

③感染症対策を踏まえた避難所の受入態勢、避難所環境改善への取組等の紹介

○本放映をつうじて、各自主防災組織に対して「地域の声掛け避難体制作り」について理解を頂いた。

第１１回（2月放映開始）分の放映パネルの一部



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等
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広島県

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図の作成・公表

・水害リスク情報の空白地帯解消を目的として，水防法が改正（令和３年７月）
・水害リスク情報未提供であった中小河川について，想定最大規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域図を作成
・河川ごとに整備していた洪水浸水想定区域図について，県内全ての国・県が管理する河川全てを重ね合わせた

「洪水リスクマップ」として公表(令和３年９月２２日公表)



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等
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広島県

避難行動等の周知

 災害から命を守るために必要な⾏動の習得を通じ，災害時の「死者
ゼロ」を⽬指すとともに，未来の防災リーダーの育成を⽬標として，主
に⼩中学⽣及びその保護者を対象に出前講座を開催しました。

（防災出前講座実施件数）

 SNSを通じて防災情報
を発信し，県⺠に向け
た防災意識の更なる波
及効果を図ります。

水害ハザードマップの周知

防災情報の周知

 地理情報システム（Web-GIS）に各種情報を表⽰してい
ます。⽔系・河川ごとに「浸⽔想定区域図」や「浸⽔継続時
間」，「家屋倒壊等」の図⾯を公表しています。

観測所状況

雨量メッシュ情報と観測所情報の重ね合せ

洪⽔ポータルひろしま

XRAIN

小学校 中学校等 合計

H30年度 ７校 ２校 ９校

R元年度 ９校 ３校 12校

R2年度 ５校 １校 ６校

R3年度 12校 2校 14校



○資料展示「水害や土砂災害に備えよう！～ひろしまマイ・タイムライン」

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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広島県

担当課（みんなで減災推進課，道路河川管理課，河川課，砂防
課）が連携し，災害について，資料展示を行いました。

【機関・場所】
令和３年６月22日（火）～令和３年９月５日（日）
※一部時期を除く

広島県立図書館 展示コーナー（展示１）【内容】
【資料展示】

防災・風水害・砂防に関連した資料 258点
（うち，広島県に関するもの50点）



②氾濫特性に応じた効果的な水防活動
■水防活動の効率化及び水防体制の強化
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広島県

○リアリティのある水防訓練の実施

ロープワーク

太田川総合水防演習（分散開催）

水防技術講習会（令和3年4月24日）

改良積土のう工

令和3年太田川総合水防演習は新型コロナウィルスの感染症拡大防止の一環として，合同現地
開催を避け，代替演習（各機関での分散縮小開催）で開催した。

広島県では，代替え演習として，情報伝達訓練に参加した。
また，国土交通省中国地方整備局と共催で水防技術講習会を開催した。



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○出前講座等を活用した防災教育の実施

○自主防災アドバイザー養成研修の実施（山口県）

自主防災組織の活性化を図るため、自主防災組織への指導・

助言を行う自主防災アドバイザーの養成に取り組んでいる。

アドバイザーに指導・助言を行うための必要な知識やスキルを

取得させるための研修を実施した。

◆日 時：令和3年10月2日、3日、17日（基礎編）、

令和4年3月19日、21日（実践編）

◆受講者：85名（基礎編）、63名（実践編）

◆内 容：基本的な防災知識等の習得（基礎編）

指導・助言を行うスキルを習得するための

実践的な演習（実践編）

アドバイザー養成研修の様子

○地域防災リーダー養成研修の実施（山口県）

地域での主体的な避難体制づくりを促進するため、地域の防災を担うリーダー等を対象に、呼び
かけ避難体制づくりの必要性や具体的な方法などを学ぶ研修を実施した。
◆日 時：令和3年11月28日（岩国市）
◆受講者：自主防災組織役員、地域住民等 44名
◆内 容：率先避難・呼びかけ避難の必要性、地域の災害リスクの確認方法、地域での避難

体制のつくり方、自主的な避難訓練の実施 等
10

山口県



○出前講座等を活用した防災教育の推進

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及
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気象台

実際の出前授業の資料（抜粋） 大雨防災WSの資料（福岡管区気象台HPより一部抜粋）

児童・生徒等を対象にした防災授業として、防災気象情報の
利活用を目的に、講話や各種防災ワークショップ（以下；WS）
を教育機関と連携し実施している。
この防災学習の中では、事前防災として、自分が住んでいる

地域のリスクを把握しておくことが重要であると説明し、その
資料として、ハザードマップを活用している。

（WSの実施例）

大雨による災害のリ
スクが高まっていると
き、どのような情報を
入手し、どのように行
動したらよいのでしょ
うか？
このWSでは、架空の

町の住民になりきり、
気象防災情報を活用し
て、大雨災害から身を
守るための行動につい
て、学んでいただきま
す。

レクチャー

グループワ
ーク

発表
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○行政機関の災害対応力向上のための地理空間情報の提供および技術支援

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動・水防活動に資する基盤等の整備

国土地理院

○ウェブ地図（地理院地図）を通じた地理空間情報を公開中

⇒ 平時における地理空間情報：地形図、空中写真、色別標高図、地形分類図、明治期の低湿地、自然災害伝承碑、指定緊急
避難場所等の更新・情報追加等

⇒ 災害発生時における地理空間情報（以下は令和3年度掲載実績。過年度分はホームページに掲載中。）
・令和3年（2021年）7月1日からの大雨に関する情報 → 空中写真撮影、崩壊地等分布図及び土砂堆積範囲図等を公開
・令和3年（2021年）8月の大雨に関する情報 → 空中写真撮影、浸水推定図を作成・公開

○ 防災関連の地理空間情報の見方・使い方について公開中

⇒ ウェブによる説明、地理院地図を通じての閲覧・利用方法についての紹介（動画含む）。県・市町村の防災担当者への会議
等を通じた紹介・説明による普及。

地理院地図による地理空間情報の⾒⽅・使い⽅の紹介例

地理院地図は、国土地理院が捉えた
日本の国土の様子を発信するウェブ地図

地理院地図
https://maps.gsi.go.jp/

パソコンやスマホ
からアクセス可能
パソコンやスマホ
からアクセス可能

国⼟地理院が災害発⽣後に撮影（広島市安佐北区⼝⽥付近の⼀部を拡⼤）

災害発⽣時における地理空間情報（空中写真）の公開例
（平成30年7⽉豪⾬災害）－ 空中写真に崩壊地等分布図を重ね合せ表⽰－。



○効果的な普及・災害支援のための地理空間情報ツール作成検討

○災害・防災に関する地理空間情報を地図上に展開可能なツールを提供可能な状況。
⇒ 帳票を電子地図上に簡単に展開して「見える化」することが可能な「地理院マップシート」

・・・ Microsoft（R）Excel のマクロ機能を利用したファイル
・ 災害・防災に限らず住所又は座標情報を含む帳票を地理院地図上に展開可能。GPS機能付カメラ等で撮影されたJPEG写真

画像の取込なども可能。
・ 地理空間情報の活用ツールとして国土地理院が整備提供中のツール（適宜改良中）。

○ウェブの他、管内県・市町村担当者向け説明会等で周知を実施中。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

国土地理院

帳票データ

①帳票データをマップシートに貼り付け
②住所欄を選択して「住所→座標値」
③「出⼒」によって作られるKMLを
ドラック＆ドロップにより「地理院地図」
に表⽰。

①

②

位置情報着きの画像ファイルの取り込み例帳票データの地理院地図への取り込み

③

地理院地図での表⽰（国⼟地理院中国地⽅測量部の例） 13
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